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1．はじめに

 大学に一足遅れて高専の教育改革が始まり、今

真っ最中である。本校においても思い切った改革

を目指し、校長のお声係で校内にもrあり方検討

委員会」が設置され積極的に検討されているが、

全体としては今ひとつ議論が沸騰してこない。個

々にはいろいろ言う教員も多いが、さりとて反対

意見を述べるわけでもない。大阪府教育委員会も

「府立高専あり方検討会議」を設置し答申がまも

なく出る予定である。高専教育については日ごろ

から興味を持って研究しているので、学内、学外

委員会の意見も参考にしながら高専教育のあり方

を自分なりに検討したのでここに報告する。

2．学校が特色ある教育目標を

 本高専では総責任者である大阪府教育委員会と

校長は本校独自の特色ある目標を定め、さらに目

標達成のための具体的計画を決定し、構成員であ

る教職員ならびに学生に示し、機会あるごとに語

りかける必要がある。このため、大阪府教育委員

会ではわが国の産業構造の変化や科学技術の急速

な発展等の社会情勢が変化する中で、府立高専を

2003年4月9目受理
＊工業化学科（Dep航m㎝to of㎞dustri創Chemis町）

府が設置する必要性も含めたあり方について審議

することを目的として、平成14年7月に「府立
高専あり方検討会議」を設置され、岩岡一明氏（阪

大・神戸大名誉教授、高知高専前校長）を座長と

する6名の産官学有識者によって

1．府立高専における現状及ぴ課題等を踏まえた

 あり方について

2．府立高専のあり方について

3．府立高専の教育内容の改善について

4．府立高専の設置形態および管理還営体制つい

 て
審議され、本年3月末で審議結果がまとまりつっ

ある。その報告によるとわが国の産業基盤は高度

な技術と技能に裏打ちされた、物づくりによって

支えられてきた。しかし、近年、若年層を中心と

したものづくり離れ、生産拠点の海外移転等を背

景として、ものづくりの基盤となる産業の空洞化

が懸念されている。わが国が、今後とも科学技術

立国を目指す一環として、製造業を担う技術者と

しての知識や技術を持った、発想力豊かな実践的

技術者が必要である。このような物造りの基盤を

支える技術者の養成は、義務教育終了後の早期か

ら目標をもって、物づくりの技能や物づくりの肯

定を体験しつつ、技術を学ぶ高専の教育において

こそ可能であり、技術に関連する学問体系を学ん

だ後、技術者教育行う大学とは明確な差異がある。

また、産業の進行と経済の回復、大阪を中心とし
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た関西圏における既存企業の活性化および新規企

業の活性化を図るためにも、実践的技術者の育成

が必要不可欠であると考える。

 このような観点から、府立高専は、今後とも中

学卒業後の早期から5年一貫の技術者教育を行う

府内で唯一の実践的教育機関として要請が極めて

高いと考える。したがって今後は、社会情勢の変

化等に対応し、社会や府民にとって魅力ある学校

づくりを進める必要がある。その際、［教育中心

の実践的技術者養成のための高等教育幾何の予備

産業や地域への貢献コの2つのミッションを明確

にし、教育内容、学科のあり方、専攻科の設置、

管理運営体制など抜本的な見直しのもとに発展さ

せていかなければならないと考えていると述べら

れている。非常に妥当な結論であると考えられ筆

者も大賛成である。本校のあり方検討委員会でも

おおむねこの考え方に沿ったものになっている。

ただ、カリキュラム等具体的な作業が絡んでくる

と不安な点が出てくる。その1つが技術者教育、

工学教育、技能者教育、科学教育の違いが明確に

なっていない点である。技術者教育とは工学教育

（e㎎meermg educ痂。n）と技能教育（tec㎞lcal

educatl㎝，sklll edu側1㎝）を合わせたもので大学

は工学教育を主体とし、科学教育を取り入れた教

育で、高専は工学教育と技能教育をうまくミック

スして体感的教育を実施しようとしている。いず

れも地球規模の人類の幸せな社会の樹立ならびに

存続・発展を目標としている。それに比べて、科

学教育は（science eduati㎝）あくまで真理の探究で

あって科学者を育てる教育である。工学において

社会に出て研究分野で活躍する技術者を育成する

目的なら真実は何かを見極める科学教育も必要で

あると考えるが高専の目指す教育は研究分野で活

躍する技術者というよりは製造分野で設計や直接

生産分野で活躍できる技術者を目指している。こ

のことを深く理解しなければならない。

3．教育のあり方にっいてほ

 府立高専における教育は、（1）実践的な技術

者を養成する観点から、従前にも増して、基礎教

育の徹底化を図る必要がある。技術者に必要な幅

広い知識や技術等の基礎教育、言い換えれば、物

づくりの規格・設計。生産におけるリーダー的資

質を備えた人材を育成する教育を行うことが求め

られている。そのために基礎・基本の確実な定着。

高専の特徴である実験。実習・演習などの体験的

な学習の充実を図り、実務的な能力を育成するこ

と。（2）産業界等の現状把握、学習意欲の高揚、

職業観や勤労観の定着を図るためインターンシッ

プ制度の充実。さらに、人をまとめる能力やコミ

ュニケーション能力等のリーダー的資質を備える

ための人問教育および英語カ等語学教育も充実す

る必要がある。（3）問題発見・問題解決能力、

プレゼンテーション能力等充実を図ること。（4．）

卒業研究は、これまで習得した専門知識や技能の

上にたって、問題解決に取り組む体系的な学習に

なるよう検討すること。（5）企業の活性化や新

規企業を興すためにも、企業における経営管理、

企業家精神を養う企業経営などの教育を推進する

ことと指摘している。どれもこれも大切な結論で

大賛成であるが、従来の覚える教育から考える教

育へ重点を移行する必要があると言う点が欠けて

いる。考える教育自体はかなり以前からいわれて

いることであるがまだまだ実現されていないこと

は本校の定期試験の問題を見れば明白である。こ

れらのことを実現するための具体案となると実際

にはとてつもなく難しい問題がある。特にJAB

EEの問題が絡んでくると実現はよほど知恵を絞

らなければならないだろう。

4．考える教育

 講義は終わればすぐ忘れてしまうだろう。講義

実験など、現象や実態を目で見せてくれれば少し

は頭に残るだろう。一番身に付く教育は演習や実

験・実習のような自分自身が身を持って体験し学

ぶことであろう。JABEEでもTeaching
Educationからしe町ni㎎ Eduωionへの移行を推

奨している。これは高専のあり方検討委員会の結

論にも沿った意向である。ただ、このことを実行

するためには教員には実験・実習はもちろん、演

習・講義にしても用意周到な準備と創意工夫が必

要で、十分な時間的余裕と、今まで以上の費用が

かかることは理解されなければならない。その点

を学校設置者ならびに管理職の方々は了解し、十

分な配慮がなされなければ結局は絵に描いたもち

になるであろう。本校の教職員として今まで以上

に工夫と努力を重ねるとしてもなかなか難しい。

大阪府が教職員を2割以上カットせよ言う要求を

すんなり受け入れるのは無理がありすぎるように

思う。

 また、学生には宿題と演習を増やして考える機

会と時間を多くすることが大切である。そして何
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よりもできるだけ勉強させることである。現在の

ように甘い評点をつけることは禁物で、将来の日

本の技術国家を発展させてゆくのだと言う気概の

もとに、特に1年生のときから勉強（特に考える

ことを重視）する習慣を身に付けさせることが重

要である。

5．J ABEEへの対応

 高専専攻科を卒業した学生にはぜひJ AB E E

認定が認められた技術者であってもらいたい。そ

のためには学校組織ならびにカリキュラムがJ A

B E E認定をクリヤーできるものでなければなら

ない。カリキュラムはJ AB E E認定に合格する

ようなものが組めるとしても総合工学科案なるも

のが果たして可能かどうか一抹の不安がある。

 化学工学会第68年回の招待講演工学院大の大

橋秀雄教授の「J AB E Eの目指すもの」という

講演の中で、入学時に学生が履修するカリキュラ

ムが必ずJ AB E Eの基準をクリヤーしているこ

とが確定していること。選択する科目によっては

基準がクリヤーできたりできなかったりする場合

はJ AB E E認定はされない。卒業時になって選

択をうまくとって結果的にJ AB E E認定の最小

単位がクリヤーできていたというようなのはだめ

で、入学時に各個人が認定に必要な単位をクリヤ

ーできるカリキュラムが確定しており、しかも個

人名まで登録されることが必要であると注意して

おられた。入学時というのは、高専入学時という

ことか、それとも大学入学時（高専4年時）のこ

とかが確かめられなかったので断言できないが、

高専入学時なら認められないことになる可能性が

強い。J AB E Eの方も流動的というか、始まっ

たばかりで試行錯誤の部分も多いので最も新しい

情報を入手し、十分に確かめておく必要がある。

また、他の高専でも以前一学科案なるものを文部

科学省に打診したところ許可されなかったという

経緯もある。最近の教育界は流動的であるので以

前は許可されなかづたからといって、今回はだめ

というわけではないが、文部科学省に認可の有無

を早期に確認しておく必要がある。

 また、J AB E Eでは学習の時間数が問題にな

ってくる。出席した時間数が一定ラインをクリヤ

ーしていなければならない。受講したことが確認

できるように出席簿の保管が義務づけられる。今

までのように3分の1は休めるのだという甘い考

えは、必ず時間数不足で認定が受けられなくなる

可能性につながるので教員も学生もこのことをよ

く徹底しなければならない。

6．評価

 評価の導入は避けられない状況にある。適正な

評価がなされるためにはどうしなければならない

かを考えることが大切である。そのためには

1）目標とそれを具体化する手法を明確にする

 教育の改善は構成員一人一人の努力の結晶によ

らなければならないが、それぞれの向かう方向が

ぱらぱらであったり、微妙に違うと全く効果があ

がらないものである。そこで、責任者は本高専の

大目標を明確に文章化し、構成員がそれぞれその

目標に向かってどのように努力して欲しいのかを

示す。次に、目標実現に向けての具体的手法を示

す。それを受けて、教職員は自己の目標を立て、

その目標を実現するための具体的手法を責任者に

示す。その後、責任者と教職員の間で意見の交換

を行い改善できる所は修正し、目標ならびに具体

的手法を相互に確認する。

2）評価法を明確にする

 J AB E Eの考え方でも教育の改善は一人一人

の成果としてではなく組織の質保証体制として実

現する。成果よりはむしろプロセスの方が大切で

あるといわれている。また、集団の拘束力こそ大

切で昔は個人の倫理観に基づいた行動が重視され

ていたが、今は団体やチームの力で倫理観を保つ

時代になっている。評価というと主として個人評

価が前に出てくるが、このように全体で取り組ん

で始めて成果があがり、向上するプロセスが生ま

れてくることが多いのでこれらを配慮した評価法

でなければならない。

3）教育、研究、クラブ活動を含めた学生指導の

配分

 総花的に教育も、研究も、学生指導もやらなけ

ればならないのか、個人の意思でこれらの重点の

おき方が全く自由になるのか、3っはそれぞれ重

要であり、やろうと思えばいくらでもやることが

あり、のめりこむめばそれだけ成果が期待できる

ことが多い。教育に関しては避けられないのはも

ちろんであるが、人によっては研究か学生指導の

どちらかを優先したいということが許されても良

いような気がするがいかがなものであろう。ただ、

人によって全く違った分野で、違った配分で本当

に公平な評価がされるのか疑問である。

4）基本的には評価はオープンにするべきである
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 個人のプライバシーの問題はあるが、教職員は

それぞれプロとしての自覚を持ち、評価をオープ

ンにする重圧に耐えねばならない。例えば学生評

価ひとつとっても学生がそれぞれの教科ならびに

指導教員に対してどのような評価を下したのか、

それに対する担当教員の反論というか意見を学生

に向かって述べる機会が与えられるべきである。

さらには評価を含めて学生と意見交換ができて、

向上にっながるようにすることがJABEEの精
神にも沿った考えである。

7．クラス編成

 講義課目は1クラス40名でよいが、実験、実

習ならびに演習科目は1クラス半数の20名で行
うようにしなければ効果は少ない。しかしそうな

ると、教員の負担が大きく、教員削減を言い渡さ

れている中では実現不可能である。そこで、講義

課目は1クラス40名から50名に増やす。その
反対に主要な科目では演習の時間を設け1クラス

25名とする。もちろん実験。実習も1クラス2
5名とする案はどうだろう。そして講義と演習の

時間比を2対1程度にすると教員の数をあまり変

わらないので実現し易い。本高専を総合工学科1

学科とし、3年修了までは同じカリキュラムとす

る。3年修了時にコース分けを行う。コースは8

コースとし、1コース25名とする。もちろん学
生の希望が優先させるがうまく収まらなかったと

きは成績の良いものを優先させる。一般科目であ

る数学、情報、物理、化学、英語の科目に演習の

時間が必要だろう。英会話も25名なら40名よ
りは改善されるだろう。ディベートなどを取り入

れるなら、国語や社会の科目でも演習に類似する

授業が展開できコミュニケーションカやプレゼン

テーション能力を高めるのに有効で有ると考えら

れる。コース別になっても2コース以上共通する

科目があれば講義科目は50名体制で、演習、実

験・実習は25名体制を基本とするのが良い。も

ちろんコースは25名編成であるので単独科目は

演習、実験・実習と同様25名体制で行う。

 ただ、高専の場合1クラスは40名を標準とす

る原則がある。過去に学生人口が多かったときに

は1クラス42名が許可されていた事実がある。

50名を1クラスとして許されるかどうかは微妙

な所もある。ただ、高等学校以下では40名以下
なら全く問題がないことから、本高専もあくまで

クラスは25名で編成し共通できる講義は2クラ

ス合併で行うと解釈すれば全く問題ないかもしれ

ない。

8．カリキュラム案

 本校のあり方検討委員会の試案（縫合工学科一

学科案）のカリキュラムについてであるが、目標

の（1）工学の幅広い分野に対応できる基礎的な

能力。（2）物づくりの構想から設計、製作や実

装、性能試験までをスケジューリングやマネージ

メントを含めた総合的な能力。（1），（2）をバ

ックグラウンドにし、興味関心に応じて選択する

コースの専門的な能力。以上を身に付けた実践的

な技術者の育成としている点は同感である。ここ

では述べられていないが、（3）問題点を見出す

能力やその問題を解決できる能力を持った技術

者。さらには（4）プレゼンテーションの上手な

リーダーシップを持った技術者。（5）環境に優

しい技術者。（3），（4），（5）の技術者育成と

いう思いがあったものと思うのでそれらをはっき

りと追加する必要があるだろう。しかし、実際に

展開しようと考えているカリキュラムを見てみる

と、メンバーの専門への思い入れが強いためと推

察されるが専門を細かく分割しすぎているように

思う。総合工学科として物づくりの基礎を充実し

ようという発想から出発した考えであるから、共

通専門についても、コースに分かれてからの専門

科目についても基礎科目だけにとどめ、あまり科

目数を増やさない方がよい。科目名が細分される

とどうしても教える内容が専門化される。さらに、

最初の特色で述べたように試案の方では環境科

学、生物（生物科学）などのように科学に重点が

おかれているが、現象や仕組みを定性的に解明す

る科学は必要ではあるが、例えば環境問題におい

ては工学部では現実に廃棄物を減らしたり、汚れ
た空気をきれいにしたりできる技術者の育成が求

められるわけだから、それらを定量的に扱う環境

工学、生物工学といった工学系の科目を重視しな

ければならない。そして、コースに分かれる時期

は4年後期より4年前期からの方が良い。また、

コースについては福祉工学は分野が全く違うので

無理があるように思う。機械工学、システム工学、

電気・電子工学、電子情報工学、機械・電子工学

（機械十電気・電子）、生産工学（全コース横断

的なもの）、物質工学、建設工学が良い。新総合

工学科科と旧5学科の関係をFig．1に、具体的カ

リキュラム案の一部をTable lに示す。
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1日5学肴         新絵合工学科8コース

催練工学科            業業工学＝トス

標標・電子工学コ’ス

システム順○工事科
          システム工学コース

電子情報工学着

工菱化学科

電㍍・電子工学コ’ス

電子仙報工学コース

生資工学コiス

構電工学コース

㎜工学科            ㎜工学：1一ス

Fig．1新総合工学科8コースと旧5学科の関係

9．卒業研究
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 今までの高専の卒業研究は時間数が少なく、ま

た最近の本校の予算は少ない。しかし、卒業研究

のような個人指導でしかも新しいものへ挑戦する

ような研究は創造教育上最も大切な教育法である

と思う。しかし、今の卒業研究の実態を見ている

と研究室によっては適当にトレース実験をした

り、シミュレーションでお茶を濁すような所もな

いではない。これでは卒業研究の意味がない。し

たがってまず、時間数をもう少し多く確保する必

要がある。また、予算をできるだけ多く確保する

ためには外部資金を導入することがどうしても必

要になる。そのためには、複数の教員で大きなテ

ーマをもちグループで卒業研究をもつ方法を考え

てみてはどうだろう。今までの学科にとらわれる

ことなく学科（新しい考えではコース）枠を越え

たグループ制が良い。また、重複も許されるいう

ような弾力性を持ったグループ制卒業研究が望ま

しい。もちろんグループ内は完全な平等主義でも

良いし、学生個人個人に対して、責任者を決める

ようなグループ制でも良い。グループは原則とし

て研究テーマによって集まるようにし、期間は一

年更新とする。もちろん同じテーマでの継続は認

められるが構成員は一年ごとに更新する。そして

できればグループごとで、その成果を競うような

形にできれば向上にっながるだろう。これからは

外部発表も盛んになり、成果が問われる時代にな

る。教員にとっても学生にとっても励みと自信に

つながるような卒業研究体制を作らなければなら

ない。教員数が減って、専攻科が立ち上がると教

TabIe．1一般科目、専門共通科目、専門コース科目の一例

員の授業の持時間数はますます多くなって時間割

が組めなくなる心配が出てくる。このように卒業

研究をグループ制にすることで、教員にとって卒

業研究と他の講義や実験とが重複するような時間

割になっても多少であれば乗り切れるだろう。

10．クラブ活動

 クラブ活動を地域活動と連携して考えていかな

ければならない。最終的にはクラブ活動は地域に

密着した形がふさわしい。そして、小学校入学の

6，7歳から始まって生徒・学生・社会人さらに

はお年寄りまで上は制限なしとする。期問は原則

1年とし毎年更新する。活動は種目によっても違

うし、年齢幅も広いのでいくつかのグループに分

けて行うことを基本とし、時には一緒に、あると

きは別々と言うような融通のきくような形態にす

ると良い。地域の単位は市町村単位（大きい市の

場合は複数）か、あるいはもう少し小さい単位で

考えるのが良い。これからは特に学校単独で考え

るよりは地域または市町村単位で物を考えていっ

た方が、場所の問題、生涯教育との絡みからも優

れていると考えられる。また、少子化の傾向が今

後さらに進むことが予想されるので、小学生のと

きからいろいろな年齢の人と接する機会を多く

し、目上の人たちから様々なことを教わったり伝

承されていくことが望ましい。そのときのために

（1）目的（これは各個人個人の健康増進と健全

な地域社会を育成してことを目標とするのが良い

と考えている）を明確にする。（2）場所を含め

た管理運営をどうするか。（3）管理者（または
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責任者）の権限（仕事内容も含む）と責任の範囲

を明確にする。管理体制をどうするか。事故があ

った場合の対応と責任のとり方などを考えていく

ことを提唱する。地域がある程度広がればボラン

ティアなどで指導者や管理・運営を手助けしてく

れる人たちも見つかるのではないか。

 しかしながら上記のような考え方は今すぐに実

現するわけではない。当面は近隣の学校同士が連

携する。例えば本校の場合であれば寝屋川高校、

東寝屋川高校、同志社香里高校、電通大学、摂南

大学などと連携し一緒に活動をしていくのが良い

のではないか。最初は最も近い寝屋川高校とだけ

連携するだけでも前進であろう。そうすれば、一現

在ネックになっている練習場所の確保も少し緩和

されるのではないか。練習場所も学校の施設だけ

ではなく地域の体育館や運動場、コミュニディセ

ンターなどが利用できれぱさらに良くなるし、逆

に学校の施設を地域に開放することもでき有効利

用ができる。管理職の方はぜひそのような考えを

持って検討していただきたい。ともかく学内だけ

で事を解決しようとしないで、地域との連携の中

で解決してゆく姿勢が大切であると考える。管理

・運営の問題は難しいことではあるが、行く行く

は自主管理にもっていく形態で、事故などにおけ

る保険を活用し保障を充実してゆく他はないであ

ろう。

1工．学生の生活習慣

 初等教育が地域によっては相当荒廃していると

ころがあり、高専に入学してくる学生の中には生

活習慣が乱れているものも増加している。また、

本校の学生の生活習慣を長年観察しているが、年

を追う毎に日常の学習がおろそかになり、日常的

にアルバイトをしている学生が増加している。予

習や復習はもちろん、リポートや宿題等の提出物

にしても他人のものを丸写ししたものどころか、

それも提出しない学生が増加している。「赤信号

みんなでわたれば怖くない」式に、昔はそのよう

な不心得な学生は少数派であったからあまり問題

はなかったが、10数年前からそれがふた山を示

す分布となり、さらには不心得者の学生の方が多

数を占めるようになった。変化のあるたぴに教え

る内容を易しくし、グレードを下げざるを得なか

った結果が現状を招いたと深く反省している。こ

れらの現象は決して本校だけではない。他の、大

学等も同じようだと考えられる。なぜなら、その

ようなひどい学生でも、大学へ編入していった学

生は大学でよい評価を受けているからだ。昔はも

っとよくできた学生でも大学へ編入すると知ら

ないことが多くてついていくのが大変だと言って

いたが、最近は大変だというような編入学生の声

はあまり聞かれない。むしろ大学生活を謳歌して

いる声が報告されている。

 これからは学生が興味の持てるような授業が展

開できるようにそれぞれの教員が努力していかな

ければならないことはもちろんであるが、同時に

学生の生活態度を改めさせ学ぶ姿勢を教授すると

共に、リポートや宿題等の内容や期限を厳格にチ

ェックしていかなければならない。また、授業料、

その他の事務的な提出物の約東を自主的に履行さ

せる指導を徹底しなければならない。
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